
リユース家電で巣立ち応援
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近くの児童養護施設から巣立つ若者を
リユース家電で応援しましょう！

特定非営利活動法人 プラネットカナール



 児童養護施設では約2万4千人の子どもが生活しています
 親の死亡や行方不明は６％、現在は孤児院ではありません。

１．児童養護施設の子ども達の現状

出展：厚生労働省「社会的養護の推進に向けて」(令和4年3月31日)
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退所後も親のサポートを得られないケースが多くなっています
入所している子どもは65.6％が入所前に父母から何らかの虐待を受けてきています

１．児童養護施設の子ども達の現状

出展：厚生労働省「社会的養護の推進に向けて」(令和4年3月31日)
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退所後も親のサポートを得られないケースが多くなっています
児童養護施設入所理由トップは虐待で、次が父母の精神疾患や入院等、合わせて63.5%

１．児童養護施設の子ども達の現状

出展：厚生労働省「社会的養護の推進に向けて」(令和4年3月31日)
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 毎年約2,000人が18歳で社会に巣立ちます
 うち大学・専修学校への進学率は33.1％(全高卒74.2％)、就職率は58.8％(同18.3％)となっています

２．児童養護施設からの巣立ち

虐待
45.2％

出展：厚生労働省「社会的養護の推進に向けて」(令和4年3月31日)



 児童養護施設を巣立つ若者は親や家庭のサポートが無い中で、一人暮らしの準備や自立した生活
を求められ、様々な不安を抱えています

３．親や家庭のサポートが無い中での不安な巣立ち

【卒業前の不安】

大きな支出
（敷金・礼金・家賃・引越等）

生活必需品の用意
（家具・家電等）

料理・洗濯・掃除 新しい人間関係 健康管理

生活費のやりくり

アパート探し・契約

金銭管理



 「生活費や学費」に対する不安が一番大きなものとなっています

４．生活費や学費に関する不安が大きい

出展：東京都「児童養護施設等退所者の実態調査結果」(令和4年1月25日)
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 プラネットカナールは東京都武蔵野市を中心にリユース家電を届けるSUDACHIプロジェクトを
2016年から続けています。現在、19の児童養護施設を巣立つ若者（毎年約50名）を応援しています

 様々な不安を抱える中、日々の生活を支える家電を届けることで応援しています。お金も節約できます
 全て新品で揃えれば1人10万円以上かかりますが、リユース家電を集めて届けれれば、
新品や中古品を購入するより、多くの若者を応援でき、サステイナブルな環境にもつながります

５．リユース家電で応援



 1～２の児童養護施設を巣立つ若者を応援するのは、すぐ始められます （スタートアップガイド参照）
 あなたの地域の「児童養護施設を巣立つ若者にリユース家電を届ける活動」 SUDACHIプロジェクト
を始めましょう。ご一緒に少しでも多くの巣立ちを応援し、この活動を全国に広げていきましょう

 若者たちに応援の気持ちも届けましょう

６．あなたの近くの児童養護施設を巣立つ若者を応援しませんか

あなたの地域のSUDACHIプロジェクトコネクターが必要です
 まず、あなたの地域のSUDACHIプロジェクトで、
賛同する仲間を集め、中心となるコネクター(複数可)を決めましょう

 プラネットカナールが、あなたの地域のSUDACHIプロジェクトを全面的にバックアップします。
気軽にお問合せください

 全国に仲間をつくり、ご一緒にこの活動を広めていきましょう

児童養護施設：19施設⇒約600施設、寄贈する若者：約50名⇒約2,000名



家電の寄贈に向けて、児童養護施設と連携を取りながら、
あなたの地域の家電寄贈者、協力者、ボランティア等をつなげ、力を束ねる役割です

７．コネクターの役割は

募集

サポーター・ボランティア 児童養護施設家電寄贈者

引取・配送

寄贈品
保管・管理 企画・運営

協力者・
ボランティア

コネクター
巣立つ若者



 家電を寄贈する際、家電を寄贈してくださった方やボランティア、協力企業など
「たくさんの人があなたを応援しているよ」というメッセージを家電にのせて伝えています

 たくさんの皆さんの応援の気持ちが児童養護施設を巣立つ若者の心の支えになります

８．応援の気持ちも伝わっています

一番うれしいのは、私たち
のことを思っていてくれる
人たちがいることを知ること
です

こんなにも支援してくださる方がいらっしゃるのだと
思い、とても嬉しく感じました

たくさんの人に感謝しながら、学校
で勉強して、自分の夢を必ず実現
させたいと思います

いろいろな人にお世話になったので恩返しができるよう会社で
も信頼される人材になるよう頑張ります

一人ではないということを実感しました。一人暮らしは
不安とさみしさでいっぱいですが、いただいた家電を見て
一人ではないと思い出したいと思います



不安な気持ちに少しゆとりができ、受け取った応援の気持ちを胸に頑張りたい
との声が届いています

９．その他 巣立つ若者や施設職員からの声

アルバイトを頑張ってきましたが、新生活に必要なものはとても多く、経済的な負担
は少なくありません
生活家電がいただけ感激しました。いろいろ不安もありますが、立派な社会人となれる
よう一生懸命頑張ります

通勤寮での一人暮らしで「家電とかどうしよう」と考えていた時に、無償で家電をいただけ、
ビックリするとともにとてもうれしかったです

不安は多々ありますが、家電をいただきひとつ不安が消えました
これからはひとり暮らしで全て自分一人でやらなければなりませんが、人への頼り方
を学びつつ頑張ります

【児童養護施設の職員より】
就職・進学という新たな道へと進みます。決して楽な道ではないと思いますが、ご支援を賜
り、少しでも安心して自立を迎えることができます
経済的ゆとりが心のゆとりにつながってくれればと思います



不安でいっぱいの顔が一瞬微笑みに変わります
Moment of Smile

そんな瞬間をイメージしながら
一緒に活動しませんか？

SUDACHIプロジェクトを始めませんか？

１０．あなたの地域でも



家電に添えて、たくさんの応援の気持ちを
いっしょに届けませんか？
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